
大
帝
国
坦
六
周
二
十
-
同
第
三
一
司
回
偉
物
渇
可
『
毎
月
-
周
-
同
盟
骨
d

干す冒露目ー-1'司寸‘鋼~5i， 二寸a 京日冒茜

柏

市

酬

華

麗

新
刻
天
工
聞
物
及
支
那
工
業
管
関
目

資
金
と
そ
の
量
定

貨
幣
本
質
に
閥
ナ
る
若
干
の
問
題
!

時

論

原
料
統
制
と
轍
人
統
制
:

研

!tt! 
;fl.. 

議

-9 

輔

丈締法ー

準君早

博 Ii 博
て士 士二1:

高小財

口 田島部

吉 保長静
彦馬郎f合

E
器
搭
博
士
九
日

ケ
イ
ン
ズ
の
『
一
般
理
論
』
に
闘
す
る
諸
問
題
:
:
摂
済
摩
士
柴
田
敬

チ
品
ル
ゴ

l
の
租
税
論
-
-
-
:
・
組
済
問
串
士
島
恭
彦

再
保
険
事
設
の
麓
展
・
・
・
・
・
:
・
:
経
済
皐
土
佐
渡
宣
平

日間

ナ
ヂ
ス
に
於
け
る
園
民
共
同
瞳
の
理
論
-
j
i
-
-
経
済
皐
土
中
川
典
之
助

移

住

統

計

法

-
J
E
E
-
-

・
:
棺
済
率
土
青
盛
和
雄

大

都

市

近

郊

の

農

村

・

経

済

事

土

田

杉

競

-タE
仲

間

事

事

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



移

住

統

計

法

青

盛

手口

雄

p.~ 

説

昔
か
ら
絶
え
ざ
る
論
議
の
的
と
左
れ
る
人
口
問
琶
を
解
明
し

て
行
く
道
は
人
口
増
減
の
理
を
究
め
る
に
あ
り
、
殊
に
問
題
の

場
所
及
び
時
期
を
限
定
す
れ
ば
、
人
口
の
生
死
礎
動
と
共
に
移

仲
机
畿
仰
の
法
配
知
る
を
肝
裂
と
す
る
で
あ
ら
う
。
斯
み
見
解
に

於
て
既
に
海
凡
-
及
び
園
内
移
住
に
闘
し
て
統
計
的
研
究
を
試
み

来
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
其
際
の
閥
心
は
統
計
利
用
の
便
宜
に

従
っ
た
に
過
智
己
注
い
か
ら
、
未
だ
統
計
方
法
白
憶
に
就
て
は
徐

り
漣
ペ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
蕊
に
倖
蒙
的
な
る
一
論
文
「
出
生
地
調
査
と
移
住
届

聞
記
録
」
副
題
「
闘
一
門
移
伎
の
統
計
的
把
援
に
於
け
る
主
要
方

法
」
を
諌
ん
で
、
敢
て
紹
介
を
す
る
刻
尚
は
雷
に
最
近
の
我
同

に
於
け
る
人
口
動
態
材
料
整
備
の
新
気
還
に
謝
し
て
他
山
の
石

を
供
す
る
震
ば
か
り
で
な
〈
、
惹
い
て
は
人
口
統
計
利
用
者
へ

移

住

統

計

法

の
自
己
批
判
の
資
た
ら
し
め
た
い
と
の
意
味
に
於
て
諸
賢
の
首

肯
さ
れ
る
所
と
も
左
ら
う
。

移
住
現
象
が
本
質
的
に
は
全
〈
動
態
的
概
念
と
し
て
把
揮
さ

れ
る
に
も
拘
ら
宇
、
之
が
調
読
方
法
と
し
て
静
態
的
間
接
法
と

動
態
的
直
接
法
と
の
二
種
類
が
事
げ
ら
一
九
、
二
者
共
一
を
選
ぶ

能
は
ざ
る
者
は
折
衷
法
に
擦
り
で
徒
ら
に
移
住
統
計
資
料
の
羅

列
を
続
け
る
に
過
ぎ
な
い
か
丸
、
共
統
計
数
字
に
内
在
す
る
矛

盾
を
指
摘
ず
る
矯
に
も
、
先
づ
閣
勢
調
資
に
際
し
山
内
生
地
を
問

ふ
布
引
に
依
り
引
如
何
た
る
移
住
結
川
引
が
情
叫
ん
応
出
来
る
か
を
説
明

し
、
次
い
で
営
聞
の
移
住
研
究
問
題
に
有
放
適
切
友
る
統
計
方

法
を
提
唱
す
る
の
が
本
文
の
目
的
で
あ
る
。

猶
最
初
に
移
住
現
象
を
分
類
し
て
研
究
封
象
に
趨
せ
る
統
計

方
法
を
採
用
す
る
事
は
、
統
計
的
研
究
に
於
て
は
相
首
重
要
で

は
あ
る
が
、

一
般
に
移
住
研
究
に
用
ゐ
ら
る
べ
き
統
計
方
法
の

如
何
を
通
観
す
る
際
に
は
、
移
住
の
積
類
は
何
等
主
要
な
る
問

題
と
は
友
り
得
な
い
。
即
ち
揚
所
的
制
知
識
で
は
移
住
距
離
の
遠

近
で
あ
り

時
間
的
標
識
に
於
て
は
移
住
地
滞
在
期
間
の
長

短
の
如
き
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
何
れ
も
調
査
方
法
に
採
っ
て

第
四
十
五
巻

互E
七

第
四
披
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移

住

統

計

法

は
決
定
的
で
左
く
、
云
は
ピ
研
究
の
第
二
段
で

-
b
h。
要
之
、

移
住
者
と
然
ら
古
る
者
と
の
緋
別
に
役
立
つ
概
念
規
定
が
あ
れ

ば
足
る
の
で
、

一
時
的
た
る
関
門
移
住
も
永
久
的
な
る
海
外
移

住
も
移
住
現
象
た
る
本
質
に
は
相
違
は
な
い
。
明
快
な
る
定
義

に
一
去
ム
「
放
浪
者
は
住
居
を
有
せ
や
、
移
住
者
は
住
居
を
務
更

し
、
版
行
符
の
住
居
は
北
ハ
偉
で
KT
り
は
な
い
」

h
u
mる
主
γ

一日に

も
洞
察
し
得
ら
る
弘
知
〈
、
開
車
工
な
る
版
行
者
及
び
釘
H
の
害
問

移
動
人
口
の
如
き
は
移
住
者
で
は
左
い
が
、
季
節
的
在
る
出
稼

及
び
行
商
の
如
き
は
移
住
者
で
あ
る
。
斯
る
詮
索
は
皐
干
支
や
る

に
移
住
は
住
居
人
口
を
問
題
と
し
、
更
に
取
扱
の
使
立
上
同

行
政
匝
割
内
の
時
ー
居
を
論
外
と
し
、
闘
境
及
び
地
方
都
市
町
村

の
区
域
を
越
え
て
住
居
を
移
柑
押
す
る
者
を
研
究
剥
象
と
し
、
従

っ
て
一
般
に
移
植
活
動
詑
ぴ
に
閥
内
に
於
け
る
都
都
聞
の
移
住

人
口
(
歪
問
的
移
住
者
を
合
み
放
浪
妓
行
者
を
除
〈
)
の
統
計
的
把
握

を
本
論
の
主
題
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

出
生
地
調
査
に
劃
す
る
統
計
よ
の
取
扱

北
米
合
衆
閣
に
於
て
は
一
八
五

O
年
の
セ
ン
サ
ス
以
降
継
続

第
四
十
五
巻

五

七

第
四
貌

一

的
に
と
の
出
生
地
調
査
は
繰
返
さ
れ
、
共
利
用
も
甚
だ
盛
で
あ

る
。
調
逸
で
も
人
口
調
交
に
際
し
て
出
生
地
項
目
を
採
用
し
た

の
は
相
営
古
く
か
ら
で
あ
ら
う
が
、
中
央
統
計
官
廊
に
於
て
出

生
地
調
査
を
利
用
し
た
の
は
一
九

O
七
年
を
最
終
と
し
、
女
い

で
一
九
二
五
年
に
は
戦
前
の
最
後
の
住
所
を
尋
問
し
て
居
り
、

最
妊
の
一
九
一
二
五
年
K
は
人
口
及
職
業
セ
ン
サ
ス
に
於
て
山
内
生

地
一
帯
明
社
調
査
し
乍
ら
、
今
日
に
五
め
ま
で
刺
刑
サ
町
内
?
.
附
附
来

も
亦
4
A
(

優
に
放
置
さ
れ
る
運
命
に
あ
り
、
寧
ろ
別
に
移
住
調
査

方
法
を
考
究
せ
る
模
械
で
る
司
令
報
じ
て
我
闘
を
闘
み
る
に
、

犬
疋
九
年
及
び
昭
和
五
年
の
国
勢
調
交
に
於
て
出
生
地
項
目
は

採
用
さ
れ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
共
品
川
僅
か
に
第
一
同
園
勢
調
査

記
遮
編
に
解
説
を
見
る
ば
か
り
で
.
之
が
利
用
に
於
て
は
必
十

し
も
移
住
現
象
の
如
寅
化
は
途
げ
ら
れ
て
は
ゐ
な
同
。

拡
移
住
研
究
に
於
け
る
出
生
地
調
古
賀
利
用
の
問
題
は
統
計
皐

上
決
し
て
一
様
た
る
支
持
を
得
て
来
た
誇
で
は
友
い
。
一
初
め
に

先
づ
そ
の
有
用
性
を
認
め
て
支
持
せ
る
側
に
立
つ
者
と
し
て
、

G
.
v・7
イ
ヤ
ー
が
奉
げ
ら
れ
る
ar

共
所
設
に
依
れ
ぽ
、
「
一
般
的

に
一
定
瞬
間
に
於
て
見
た
る
過
去
の
移
住
現
象
の
結
果
拡
態
を

Zweite Au日 1926
264-267司

G. v. Mayr; St. und Gesellscha.ftsleh.re. Band II 
Ziγek; Grundriss cter円t.z. Al.l日 Munchen1923. SS 
財部教授ι世曾統計論軸1寸犬IE13年再版44頁
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間
接
に
測
定
す
る
方
法
で
あ
る
」
と
し
、
「
特
に
園
内
移
住
を
論

ぜ
る
際
に
は
、
如
何
に
狭
小
在
る
観
察
範
閣
を
採
る
も
、
営
核
地

域
外
出
身
者
の
個
別
的
左
る
分
布
を
調
査
地
と
出
生
地
と
の
相

互
闘
係
と
し
て
示
し
、
移
住
の
人
口
構
成
に
及
ぼ
す
影
響
、
印

ら
穆
住
の
強
度
蛇
ぴ
に
方
向
を
悉
皆
観
察
す
る
事
が
出
来
る
」

と
推
賞
し
、

H
・
ロ
ツ
シ
ユ
の
如
き
も
つ
人
口
調
交
に
際
し
て
の

出
生
地
調
査
を
啓
備
す
れ
ば
、
思
a

問
蛇
び

K
賓
務
上
に
貫
一
勧
あ

り
、
叉
地
方
的
陀
精
微
在
る
解
析
材
料
を
提
供
す
」
と
稀
し
て

出
生
地
問
究
の
有
川
性
社
抑
制
す
め
側
に
荷
捻
[
て
ゐ
る
。

然
る
に

F
・ヂ

1
ヂ
エ
ツ
ク
に
至
る
と
師
叫
に
出
生
地
調
査
の

妓
能
を
疑
ふ
の
崩
芽
を
示
し
、
「
移
住
統
計
方
法
は
種
々
多
様

で
あ
り
得
る
が
、
何
れ
も
皐
に
移
住
問
題
に
針
ナ
る
部
分
的
解

明
を
輿
へ
る
に
過
ぎ
ね
」
と
云
ひ
、
暗
黙
裡
に
研
究
針
象
に
適
合

せ
る
調
査
方
法
の
自
由
選
捧
に
放
任
し
た
る
嫌
ひ
あ
り
、
殊
に

人
口
調
査
期
聞
に
於
け
る
移
住
差
数
を
算
出
す
る
方
法
に
針
し

て
、
出
生
地
調
査
の
長
所
及
短
所
を
論
じ
で
ゐ
る
離
は
、
立
論

の
不
徹
底
を
物
語
る
と
共
に
、
移
住
統
計
資
料
を
羅
列
せ
る
陵

昧
さ
を
批
難
さ
れ
て
も
仕
方
が
友
い
で
あ
ら
う
。

一
般
に
生
死

移

住

統

計

法

統
計
の
利
用
に
依
る
移
住
差
数
の
算
出
に
満
足
せ
る
限
り
、

の
折
衷
派
と
見
倣
し
て
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。

最
後
に
移
住
統
計
と
し
て
出
生
地
調
貨
の
利
用
に
反
封
せ
る

ウ
イ
ン
ク
ラ
ー
に
依
れ
ば
、
「
斯
方
法
は
過
去
若
く

者
と
し
て
、

は
現
在
の
偶
然
的
な
る
移
住
方
向
を
一
不
す
か
も
知
れ
ね
が
、
新

ら
し
い
移
住
方
向
を
知
る
に
は
二
時
結
問
の
人
口
を
出
生
地
分

熱
に
於
て
比
較
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
し
、
北
川
は
甚
だ
商
倒
た
ば
か
り

で
、
而
も
大
約
の
近
似
的
結
果
し
か
得
ら
れ
忽
い
。
印
ち
出
生

地
訓
十
品
川
れ
依
る
秘
性
の
判
断
は
正
献
で
た
い
」
と
論
じ
て
ゐ
る
。

共
他
出
生
地
調
交
を
利
用
せ
る
ソ
l
ン
ス
ヴ
エ
イ
ト

K
於
て

L

「
出
生
州
事
項
に
基
づ
く
移
住
の
判
断
に
多
少
の
制
限
を
必
要

と
し
、
移
住
の
時
臼
及
び
経
路
の
不
明
友
る
献
鮪
」
を
皐
げ
て

注
意
し
て
ゐ
る
。

斯
の
如
〈
奮
波
統
計
事
者
か
ら
比
絞
的
新
し
き
繕
承
者
へ
の

推
移
に
件
っ
て
、
漸
次
に
出
生
地
調
査
へ
の
不
満
を
表
明
し
て

来
た
事
責
は
頗
る
興
味
深
い
も
の
が
る
る
G

何
が
斯
の
如
き
批

判
を
鋳
さ
し
め
た
か
は
、
移
住
研
究
へ
の
闘
心
の
鑓
涯
を
窺
は

し
む
る
と
共
に
、
新
し
い
統
計
資
料
に
基
づ
〈
統
計
的
研
究
と

第
四
十
五
容
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移

住

続

計

法

共
際
使
用
さ
れ
た
統
計
の
批
判
と
い
ふ
一
聯
の
関
係
に
あ
る
統

計
墜
進
展
の
姿
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
古
守
統
計
事
者
に

於
て
も
全
〈
統
計
の
批
判
が
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
諜
で
は
友
〈
、
一

或
は
年
齢
構
成
に
斎
限
し
て
静
態
材
料
の
動
態
化
を
試
み
も
凡
先

賢
も
あ
り
叫
直
接
的
た
る
動
態
材
料
を
統
計
理
想
と
し
乍
ら
J

北
川
の
統
計
的
把
援
の
刑
判
難
な
る
除
り
、
只
有
り
合
せ
の
静
限
付

料
収
多
少
と
も
肱
惑
さ
れ
た
傾
向
も
な
か
っ
た
と
は
云
へ
泣
い

で
る
ら
う
。
共
は
兎
も
角
と
し
て
、
人
口
が
枇
合
的
た
る
存
在

で
あ
る
と
共
に
生
成
し
、
時
鈍
化
す
る
賓
館
で
あ
る
と
見
倣
す
立

揚
か
仏
、
人
口
静
態
な
る
仮
設
は
軍
に
調
査
手
続
上
の
使
立
と

し
て
の
み
利
用
さ
れ
批
判
し
設
さ
る
べ
き
で
る
ら
う
。

出
生
地
調
査
へ
の
批
判

出
生
地
調
査
を
移
住
統
計
と
し
て
利
出
し
得
る
の
限
界
を
見

位
め
る
震
に
は
、
先
づ
共
意
義
か
ら
解
説
し
批
判
す
べ
き
で
あ

ら
う
。我

身
が
一
定
地
域
人
口
の
出
生
地
を
問
ふ
所
以
は
、
調
査
時

黙
に
於
て
誕
生
地
よ
り
滞
在
地
へ
の
過
去
の
移
動
事
責
を
推
測

ーが
守

一一吋

第
四
十
五
巻

五
七
四

第
四
披

一=一回

せ
ん
が
震
で
る
っ
て
、
決
し
て
出
生
の
事
貨
が
究
極
の
研
究
針

象
で
は
な
い
。
出
生
地
は
単
に
移
住
を
認
識
す
る
矯
の
一
一
標
識

と
し
て
採
ら
れ
た
に
過
ぎ
向
。
勿
論
揺
箆
の
故
郷
も
死
底
を
得

る
事
と
共
に
強
ち
に
偶
然
の
み
と
は
税
し
難
い
け
れ
H

と
も
J

現

在
人
口
の
移
住
闘
係
は
生
死
を
限
界
と
し
乍
ら
も
、
猶
共
と
峻

別
さ
芯
ぺ
合
必
然
的
伝
る
事
羽
む
わ
ぬ
。
即
ち
人
は
生
官
刑
し
て

よ
り
往
生
す
る
迄
の
問
に
、
幾
度
か
移
住
を
繰
返
す
で
る
ら
う

が
、
恐
ら
〈
は
親
に
伴
は
れ
て
第
二
の
故
里
へ
の
出
生
地
か
ら

の
最
初
の
移
動
で
あ
ら
う
揚
合
の
み
を
問
題
と
し
て
、
共
次
の

狗
立
せ
る
意
忠
能
な
の
判
断
に
恭
い
で
決
行
せ
る
純
粋
左
る
移

住
を
観
察
か
ら
治
す
る
と
い
ふ
蒸
本
的
な
る
紋
陥
を
此
同
生
地

調
査
に
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
謂
る
移
民
第
二
世
の
如
き
は
生

粋
の
土
着
人
で
は
な
い
か
も
知
れ
ね
が
、
又
軍
純
に
移
住
者
と

も
稽
し
得
ら
れ
友
い
。
故
に
出
生
地
調
金
の
意
報
は
人
の
一
生

の
出
褒
鈷
を
一
不
ナ
の
み
で
、
個
別
の
移
住
を
調
貸
す
る
棋
識
で

は
あ
り
得
た
い
事
を
知
る
。

普
通
に
間
生
地
開
査
の
利
用
法
と
し
て
出
生
地
別
に
依
る
調

査
地
人
口
と
、
現
在
地
か
ら
仮
に
出
生
地
に
還
-
冗
し
て
算
出
し

H. BIeich.er; Statistik. S. 110. 
W. Winkler， Grundriss der St. II. Berlin， 193-3， S 【17・
c. W. Thornthweite; Internal Mig.ration in the United States. 1934， p. 5--6. 
G. v. Mayr， a. a. o. S. 42. 
G. Hansen; die cJrei Bevolkerungsstufen. Munchen， 1889 
G. v. Mayr， a. a. O. S・ 570•
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た
る
出
生
地
人
口
と
が
皐
げ
ら
れ
丸
。
二
者
共
に
現
在
時
人
口

で
は
あ
る
が
、
前
者
は
調
査
地
等
し
〈
誕
生
地
相
呉
る
分
類
に

依
り
、
後
者
は
出
生
地
同
じ
く
現
在
地
を
具
に
す
る
類
集
に
基

い
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
第
一
表
に
見
る
如
く
、
大
阪
府
内
生
で
府

内
に
現
在
せ
る
人
口
に
、
府
境
を
超
え
て
の
府
外
生
の
流
入
と

府
内
生
の
流
出
と
を
夫
k

合
計
す
れ
ば
、
調
査
地
及
び
出
生
地

の
人
口
が
得
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
園
内
或
は
世
界
全
鑓
を
採
れ

ば
、
流
入
と
流
出
と
は
一
致
し
、
流
入
超
過
な
き
結
は
恰
も
移

住
闘
怖
た
ま
か
の
如
く
誤
解
苫
れ
る
。
斯
の
如
く
出
生
地
と
調

査
地
と
が
一
致
す
る
迄
に
、
視
J

祭
地
域
を
撹
大
し
抽
象
化
す
事

第
-
表

大
殴
府
人
口
静
惑
の
推
移

出
生
地
人
口

涜

入

超

過
移

住

統

計

法

主l喜Ij霊書室1
n... 17t.. 1..::::::.. T<;寸" I .ヨ
-1ーさUー=ι，...." n.. !ー主L1__一一

大
正
九
年

-¥ =- 一一""-昭

~I 語 i 完話芸l 語 1:
-Clol六:JA:l d| 年
室|三 125美|三|

其
の
噌
減

九五二、一七口

車一一六、八七ム

回二五、一一九一一一

七
Z

J

一一ο
一

四九八、六六一

一
E

一さ一、口五六

は
、
各
荷
の
個
別
地
域
聞
に
於
け
る
移
住
を
無
胡
す
る
と
い
ふ

誤
謬
を
売
れ
得
な
い
。

更
に
二
時
貼
聞
の
人
口
静
態
の
推
移
を
、
出
生
地
別
に
見
る

共
閣
の
人
口
増
減
を
生
死
と
移
住
と
の
雨
関
係
に
分
別
出

来
ヂ
、
混
治
せ
る
佳
品
円
二
不
さ
れ
る
か
ら
、

も

一
定
期
間
の
人
口
の

移
住
李
若
く
は
定
住
性
を
判
断
す
る
資
料
ー
と
し
て
も
、
出
生
地

調
室
は
無
能
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
一
見
し
て
調
資
容
易
に
し

て
、
簡
単
明
附
慌
た
る
川
方
法
も
、
共
か
ら
過
去
の
移
住
現
象
を

一
件
現
し
説
明
ナ
る
に
は
、
移
住
の
時
黙
強
度
及
び
方
向
の
一
一
一
安

結
に
就
い
て
吟
味
さ
れ
、
共
快
陥
が
調
4
1
方
法
の
修
正
に
依
り

除
去
さ
れ
る
か
否
か
を
論
究
す
る
必
要
が
あ
あ
。

(
い
)
時
の
要
素
1
|
|
先
つ
一
定
時
期
の
静
態
視
祭
に
過
ぎ
な

い
出
生
地
調
資
に
於
て
は
、
移
住
の
如
き
動
態
的
現
象
の
期
間

的
経
過
は
不
明
で
あ
っ
て
、
只
何
時
の
間
に
や
ら
来
住
し
、
再

往
住
も
せ
や
に
生
残
せ
る
最
小
限
の
移
住
者
数
を
知
り
得
る
ば

か
り
で
あ
る
。

そ
と
で
移
住
の
時
鮪
若
く
は
現
在
地
滞
在
期
間
の
質
問
を
設

け
る
必
-
姿
が
あ
る
が
、
仮
令
現
在
人
口
に
於
け
る
来
住
の
時
期

第
四
十
五
巻

五
七
五

第
四
鵠

一
三
五

財部博士」園勢調杏ー問題講話'9頁参照
地川博士ι統計E韓併究I寸96頁以下、統計の解詑批判解厨
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移

住

統

計

法

を
知
り
得
て
も
、
調
費
時
は
出
生
及
び
移
住
の
時
と
相
隔
る
が

故
に
、
其
開
聞
に
於
け
る
来
性
死
亡
者
及
び
北
ハ
地
域
出
生
者
の

往
佐
を
確
か
め
得
左
い
か
ら
、

一
定
期
間
の
移
住
槻
係
は
明
瞭

に
せ
ら
れ
得
友
い
。
例
へ
ば
大
正
九
年
陀
犬
阪
府
人
口
中
に
於

て
府
外
生
の
割
合
は
凶

O
三

Mmよ
り
、
昭
和
五
年
の
四
四
一
一
一
%

に
増
加
し
た
と
去
ふ
も
、
此
パ
ト
ん
年
間
に
於
付
る
死
亡
担
円
及
び
往

住
者
の
出
生
地
中
佐
知
る
に
非
れ
ば
、
純
粋
な
る
来
住
超
過
致
を

算
出
す
る
事
も
出
来
歩
、
従
っ
て
出
生
地
別
人
口
割
合
は
何
等

移
住
率
を
表
示
す
る
も
の
で
は
た
く
、
皐
に
一
定
時
賠
に
於
け

る
人
口
の
出
生
地
別
構
成
を
一
不
ナ
に
過

F
ね
事
と
放
る
。
結
局

移
住
は
移
住
時
新
に
於
て
把
握
す
べ
き
で
、
出
生
及
び
調
査
の

時
黙
と
の
開
き
が
誤
謬
の
源
泉
と
な
っ
て
、
更
に
次
の
二
要
素

の
吟
味
が
必
要
と
さ
れ
る
。

(
ろ
)
移
住
の
大
い
さ
と
強
度

l
時
の
経
過
と
共
に
示
さ
れ

る
移
住
総
数
及
び
綿
人
口
に
釣
す
る
移
住
者
の
割
合
(
移
住
卒
)

を
知
る
に
は
、
出
生
地
調
査
の
不
完
全
た
る
所
以
を
既
に
幾
分

指
摘
し
た
が
、
猶
共
理
由
と
し
で
悉
言
す
れ
ば
、

一
方
に
於
て

出
生
地
域
に
現
在
せ
る
者
は
共
迄
に
務
度
移
住
し
た
と
し
て
も
、

ぎ

第
四
十
五
巻

五
七
六

第
四
銃

一=一六

悉
〈
定
住
者
と
た
り
、
出
生
地
外
に
在
る
も
の
は
皆
故
郷
か
ら

の
一
鹿
山
政
な
る
移
住
だ
と
誤
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、

一
定
匝
域

内
の
移
住
者
及
び
出
生
地
域
へ
の
師
住
者
ば
把
握
さ
れ
や
、
他

方
に
於
亡
は
来
住
者
の
死
亡
は
往
伎
と
同
一
視
さ
れ
、
営
該
地

域
出
生
者
の
往
伎
は
死
亡
と
隠
別
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
之

等
を
修
正
す
る
方
法
止
し
て
、

生
死
統
計
の
利
刷
に
似
て
移
住

芳
一
教
を
算
出
し
、
更
に
調
究
明
間
別
に
死
者
の
出
生
地
調
安
を

凡
そ
移
住
可
能
友
る
全
地
域
に
亙
り
、
云
は
ピ
世
界
中
に
洩
れ

友
〈
施
行
す
る
必
要
が
る
る
が
.
共
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
る
る
。

第
ニ
表

閣
制
期
間
別
大
阪
府
人
口
動
磁
の
園
理
化

ilil立12l主
三|il三E1Z
五l豆担

君
主
、
一
五
五一一一一一一日

、
ヨ昆

三三

、
京弓
晶

玉E

右
の
第
二
表
に
於
け
る
如
く
閥
勢
調
古
賀
期
聞
に
於
て
人
口
増



減
を
生
死
と
移
住
左
の
病
関
係
に
峻
別
す
る
方
法
は
皐
在
る
出

生
地
調
賓
に
比
較
し
て
移
住
統
計
と
し
で
優
越
せ
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
畢
覚
突
に
清
一
ぶ
べ
き
移
住
屑
山
山
記
録
に
依
る
方
法
と

の
折
衷
に
過
ぎ
友
い
か
ら
、
生
死
の
屑
洩
れ
を
包
含
し
、
移
住

の
二
面
性
怠
る
往
往
及
来
伎
を
分
別
し
得
た
い
で
、
移
住
差
額

を
示
す
の
み
で
あ
る
。
放
に
移
住
綿
数
並
び
に
移
住
皮
教
を
時

系
列
と
し
て
一
不
ず
な
得
た
い
。
強
い
て
計
算
を
試
み
る
な
ら
ば

関
勢
調
奇
一
期
間
待
忙
自
然
増
加
率
及
び
移
住
超
過
挙
中
得
る
忙

過
伊
G

ね
か
ら
、
政
h

は
牛
肉
死
性
来
堂
一
団
内
せ
る

-
m
以
人
叶
榊
減

率
と
共
に
、
之
を
以
て
人
口
穂
動
の
原
閃
を
探
附
九
せ
ん
と
す
る

時
務
に
役
立
つ
資
料
と
は
考
へ
得
ら
れ
友
い
。
卸
ゆ
り
間
生
地
調

査
と
同
様
に
生
死
差
翻
に
基
〈
移
住
秀
教
の
算
出
法
も
移
住
線

数
又
は
移
住
率
を
知
り
得
な
い
。

(
は
)
場
所
的
規
定
|
|
移
住
の
賓
際
方
向
は
発
着
の
雨
地
黙

で
表
示
さ
れ
、
往
往
に
は
目
的
地
世
帯
ね
、
来
住
に
は
経
由
地

を
問
へ
ぽ
・
移
住
方
向
は
明
瞭
に
さ
れ
、
態

km生
地
を
調
査

す
る
必
要
は
な
い
。
唯
最
初
の
第
一
次
(
間
接
)
移
住
は
出
生
地

と
前
住
所
と
が
一
致
し
、
其
以
後
の
経
由
地
を
有
す
る
揚
合
は

移

住

統

計

法

会
て
託
悶
(
間
接
)
移
住
と
見
倣
さ
れ
る
の
戸
い
か
ら
、
出
生
地
調

古
賀
は
前
者
の
み
を
問
題
と
し
後
者
を
無
視
し
て
ゐ
る
。

今
迄
の
セ
ン
サ
ス
陀
於
て
間
生
地
と
最
近
の
間
住
所
と
を
一

緒
に
調
査
せ
ろ
例
を
知
ら
司
な
い
か
ら
、
部
態
調
賓
人
口
に
於
け

る
直
接
並
び
に
間
接
移
住
の
割
合
は
判
明
せ
ぬ
が
、
米
関
紐
育

州
に
於
て
一
九

O
O年
よ
り
十
年
聞
に
北
カ
ロ
ワ
ナ
生
れ
、
ネ

グ
ロ
の
増
加
せ
る
者
の
中
、
北
カ
ロ
リ
ナ
以
外
の
諸
川
上
り
来

れ
お
者
が
大
部
分
配
占
め
主
昔
前
よ
り
判
齢
ナ
れ
ば
、
少
〈
と

-
も
移
何
者
付
金

t
m
f
地
か
九
の
前
接
税
佑
だ
し
し
見
倣
寸
法
一
点
げ

上
り
人
々
争
費
抑
せ
し
む
る
に
禿
介
役
立
つ
で
あ
ら
う
。

併
し
之
は
第
一
表
に
示
さ
れ
た
る
が
如
き
十
ヶ
年
聞
の
出
生

地
別
人
口
の
増
減
比
較
に
過
空
友
い
か
ら
、
移
住
者
数
に
就
い

で
は
第
三
表
を
参
照
し
ょ

i
u

調
逸
品
』
日
岡
崎
判
遜
州
ハ
レ

I
市
に
於
け
る
大
戦
前
一
ヶ
年
聞
の

移
住
居
間
記
録
に
依
る
と
、
出
生
域
別
と
経
由
地
及
目
的
地
別

と
は
線
計
に
於
で
相
等
し
い
け
れ
ど
も
、
個
別
地
域
と
の
移
住

闘
係
は
夫
々
左
右
に
於
て
全
く
相
違
し
‘
共
の
差
が
問
捷
移
住

と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
此
際
の
迂
悶
移
住
の
総
計
は
主
と
し
て

第
四
十
五
巻

五
七
七

第
四
磁

七

F. A. Ross and A. G. Trl1文al;Prim~u'y ~LnÒ SecondarγAspects of Interstate 
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移

住

統

計

法

第
一
晶
表

ハレ
l
市
に
於
け
る
移
住
屑
出
記
録
ご
九
一
三
年
)

一戸レ
l
生
一
ザ
ク
セ
ン
ー
一
プ
ロ
シ
ヤ
一
千
タ
セ
ン
一
「
イ
ツ
帝
一
千

一

れ

一

州

一

閤

一

闘

一

閤

一

タ

地

別

一
耳
、
歪
ぺ
一
一
回
、
口
一
豆
七
、
己
主
一
一
、
三
八
一
回
、
四
霊
一

一
七
、
瓦
一
一
旦
一
一
、
四
一
六
一
六
、
五
六
一
一
一
、
八
人
八
一
口
一
、
主
一
一

一
一
=
一
、
完
去
一
一
六
、
白
一
一
一
z
、六四一一回、口一斉一八、一一六七一

一
べ
一
九
t
u
一刊

L

〈
《
ん
じ
正
エ
一
一
川

4

主
口
円
引
口
一
一

κ

出

生

て
共
後
の
近
距
離
移
住
が
重
…
，
安
と
な
っ
て
来
た
事

得移往来
住
失設住住

一一一l右|ロ了一一 |経
l 三三ー一ー-
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往来
ハ
レ
生
れ
の
移
住
が
あ
る
の
に
基
因
し
て
ゐ
る
が
、
個
別
の
移

住
事
例
を
採
れ
ば
夫
k

出
生
地
と
前
住
所
と
の
同
時
る
他
地
方
生

オ1
の
間
接
移
住
が
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
の
年
の
移
住
は
、
若
し

出
生
地
の
み
で
判
断
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
少
〈
と
も
綿
教
の

-一
5
は
移
住
方
向
を
誤
報
ず
る
結
岡
市
に
友
り
、

戦
後
の
一
九

で
は
た
い

口
は
セ
ン

第
四
十
五
巻

五
七
八

第
四
鵠

} 

1¥. 

二
三
年
に
は
こ
の
割
合
は
、

1
-
4
に
増
加
し
て
ゐ

る
。
斯
の
如
〈
間
出
世
移
住
円
割
合
が
増
加
す
る
傾

向
は
、
疑
ひ
も
な
く
戦
前
の
遠
距
離
移
住
に
針
し

賓
と
刷
聞
係
日
あ
る
。
猪
又
移
住
地
域
の
分
類
を
精

微
に
ナ
る
か
、
移
住
皮
激
が
時
加
す
る
桜
刻
径
一
刈

間
接
移
住
の
制
合
は
激
増
す
る
。
故
に
問
題
を
出

生
地
調
査
に
限
れ
ば
、
共
は
一
定
地
域
内
の
移
住

を
表
示
し
左
い
し
、
調
査
匝
城
の
面
積
の
大
小
、

人
口
の
多
寡
が
異
る
揚
品
目
に
於
て
、
出
生
地
別
人

口
割
合
の
揚
所
的
比
較
は
許
さ
れ
難
い
事
と
な

るO
F

関
勢
調
交
に
於
け
る
一
定
瞬
間
の
観
察
は
決

し
て
間
接
移
住
や
通
過
移
住
を
消
去
し
て
ゐ
る
の

。
帥
ち
因
調
期
間
内
に
来
往
し
て
再
び
往
往
す
る
人

サ
ス
で
は
到
底
把
握
さ
れ
友
い
。

従
っ
て
偶
然
に
も
静
態
調
室
に
際
曾
し
て
過
去
幾
年
聞
か
の

移
住
の
浅
除
と
し
て
教
へ
ら
れ
た
る
者
に
於
け
る
よ
り
も
、
雌
醐

績
的
調
査
に
於
て
把
握
さ
れ
る
移
住
者
中
に
於
け
る
間
接
移
住

Ravenstein， Th.e Laws or Migraton. Journal oF th.e J<.吋 alSt. Societァ， 1889・
June. p・245・
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の
割
合
は
活
か
に
多
い
筈
で
あ
る
。

我
々
は
以
上
の
三
理
由
か
ら
出
生
地
調
査
が
移
住
統
計
方
法

と
し
て
不
溜
蛍
な
る
事
責
U
T

指
摘
し
た
か
ら
、
市
ー
に
は
動
態
記

録
を
創
設
す
る
必
要
を
説
く
で
あ
ら
う
。

四

移
住
研
究
の
問
題
と
届
出
記
録
の
方
法

出
生
地
調
査
へ
の
批
判
は
主
と
し
て
移
住
研
究
に
依
て
明
瞭

友
ら
し
め
ん
と
す
る
問
躍
の
推
移
を
物
語
る
と
共
に
、
新
し
い

乱調、
1
1
声

F
E
Aユ
〉

'
h
しL
l
h
J
I
l
凶

L

ヨベ一会、
J
E
-
さ
と
叶
日

E

P
レ
竺
一
》
主
P
I戸
-r

雲
市
阿
去
て
〈
和
?
"
が
砂
守

2
利

Jrr一
て
在
位
さ
れ
4
r
u
p
λ
F
H
1

統
計
方
法
の
進
歩
を
意
味
す
る
の
だ
か
ら
、
認
で
は
斯
る
問
題

の
所
在
と
方
法
の
概
観
と
を
述
べ
る
で
あ
ら
う
。

先
づ
出
生
地
調
査
が
多
く
の
聞
に
於
て
中
央
統
計
官
臓
の
探

揮
に
興
れ
る
に
封
し
て
、
と
の
移
住
居
出
記
録
の
利
用
が
地
方

民
間
諸
都
市
に
於
て
問
通
と
な
れ
る
事
費
に
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
邸
ち
濁
遜
諸
都
市
及
び
束
デ
ロ
イ
セ
ン
地
方
の
移
住
府
出

制
度
稿
、
瑞
典
の
園
立
致
命
日
人
口
登
録
並
び
に
和
蘭
の
新
人
口

登
記
法
等
次
第
に
共
整
備
完
成
を
遂
げ
ん
と
し
て
ゐ
る
。

乙
の
涙
の
代
表
者
と
し
て
最
初
に
伯
林
市
統
計
局
長
ピ
ユ
ツ

移

住

統

計

法

巳
ナ
ー
を
砲
事
げ
よ
う
。
北
ベ
若
き
時
代
の
論
文
挫
ぴ
に
大
戦
後
の

壮
年
期
に
於
て
、
主
要
な
る
関
内
移
住
研
究
に
際
し
て
、
彼
の

抱
負
を
賓
現
す
る
に
は
、
移
住
居
出
材
料
の
使
用
は
必
然
的
で

あ
っ
て
、

と
の
立
場
か
ら
は
人
口
持
態
材
料
の
利
用
は
蓋
し
問

題
と
た
り
得
た
か
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
彼
の
求
む
る
庭
は
、
知

何
な
る
年
に
移
住
の
流
れ
は
激
増
し
、

又
市
ア
塩
化
さ
れ
る
か
で

あ
り
、
而
し
て
共
と
景
気
受
動
と
の
閥
櫛
如
何
に
閥
心
が
存
し

和
ん
か
ら
で
あ
る
。
俄
令
湖
逸
諸
都
市
へ
の
移
住
前
動
に
経
憐
恐

慌
の
及
ぽ
せ
る
影
響
が
友
程
編
著
な
ら
が
し
F

干
る
も
.
経
済
波

展
の
趨
勢
が
一
般
的
に
移
住
に
依
る
人
口
の
都
市
化
へ
の
迫
卒

中
一
加
へ
つ
L
あ
る
現
献
を
説
明
す
る
に
充
分
で
あ
ら
う
H

突
い
で
F

・7
イ
ヤ

1
は
.
現
寅
の
移
住
研
究
に
解
答
を
求
む

ぺ
き
問
題
は
多
い
け
れ
ど
も
、
就
中
特
に
強
調
せ
る
は
ピ
L

ツ

ヒ
ナ

1
と
同
じ
く
四
民
経
済
に
於
け
る
境
動
と
関
内
移
住
の
方

向
棒
成
強
度
と
の
諸
闘
聯
の
研
討
に
あ
り
、
進
ん
で
は
持
働
力

提
供
の
企
喜
一
的
な
る
統
制
策
と
し
て
園
以
内
の
生
活
環
境
を
最
適

度
に
分
布
せ
ん
が
矯
に
、
既
存
南
業
へ
の
完
全
な
る
定
若
或
は

権
民
的
た
る
農
業
主
者
又
は
新
興
産
業
へ
の
就
業
的
移
住
等
に

第
四
十
五
番

五
七
九

第
四
挽

= 
九
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移

住

統

計

法

依
て
、
既
存
の
岡
民
絞
拙
刊
に
於
け
る
人
口
収
容
量
の
横
大
宇
計

る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
共
震
に
は
先
づ
斯
る
人
口
移
動
の
原
因

双
山
リ
影
響
の
判
何
度
を
知
る
を
肝
要
と
し
、
根
本
的
た
る
針
策
と

し
て
人
類
の
移
住
を
継
積
的
に
可
能
去
ら
し
む
る
必
要
を
力
説

し
て
ゐ
る
c

狛
1
7
イ
ャ
ー
の
協
力
者
及
る
R

・一ハ
l
レ
は
検
問
の
意
を

一1
訓
典
の
悶
内
移
住
研
仲
丸
と
粥
旅
の
w
州
議
移
住
統
計
L
取
る
論
文

中
に
表
明
し
て
ゐ
る
町
彼
は
葉
に
「
米
合
衆
固
に
於
け
る
人
口

の
移
動
性
に
就
て
」
と
い

μ
一
著
作
に
於
て
、
他
に
材
料
の
見
営

ら
ぬ
同
閣
と
し
て
は
出
生
地
調
査
の
利
用
は
是
非
た
き
吹
第
で

あ
る
と
述
懐
し
て
ゐ
る
が
、
最
近
に
於
て
は
隣
闘
瑞
典
の
前
例

に
鑑
み
て
、
移
住
原
岡
影
響
の
探
究
若
〈
は
移
住
と
経
済
生
活

と
の
闘
聯
的
礎
化
を
知
る
に
は
、
専
ら
移
住
登
録
制
の
採
削
に

俊
つ
べ
き
を
論
断
し
て
ゐ
る
。

以
上
で
間
断
た
く
移
住
事
貨
の
報
導
を
潟
し
得
る
に
は
府
出

制
度
の
確
立
を
必
要
と
し
、
斯
る
移
住
岡
山
記
録
に
依
あ
方
法

が
、
ウ
イ
y
ク
ラ

1
の
所
謂
る
「
圏
内
移
任
の
測
定
に
現
論
的

に
最
遁
怒
る
所
以
は
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
賓
際
的
に

第
四
十
五
巻

五
八

O

第
四
銃

四
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は
必
や
し
も
数
果
的
忙
施
行
さ
れ
る
と
は
限
ら
友
い
。
斯
方
法

は
移
住
者
の
出
発
叉
は
到
若
に
際
し
て
報
告
義
務
の
履
行
如
何

が
、
整
察
行
政
事
務
者
の
こ
の
通
牒
そ
集
計
す
る
に
先
っ
て
重

要
で
あ
る
。
移
住
の
岡
山
が
区
確
に
銭
さ
れ
て
初
め
て
、
生
死

統
計
と
共
に
継
続
的
記
故
人
口
の
累
計
が
算
出
可
能
と
友
る
の

で
も
む
る
。
断
る
累
計
人
口
と
関
勢
調
疫
に
於
け
る
静
注
人
口
と

の
問
吉
が
、
既
存
の
動
能
的
た
る
報
告
資
料
の
吟
疎
を
司
能
危

ら
し
む
る
端
著
を
開
〈
の
ピ
が
、
併
し
こ
の
差
額
に
は
治
幾
多

の
疑
問
が
存
ナ
る
で
あ
ら
う
。
何
故
友
ち
ぽ
静
態
人
口
た
る
命

題
は
油
剤
の
一
瞬
に
於
て
既
に
陳
腐
と
化
す
で
あ
ら
う
し
、
又

動
態
記
録
と
北
ハ
調
賛
同
国
十
位
争
異
に
せ
る
場
合
も
存
す
る
故
で
る

ら
う
。
併
し
乍
ら
、
偲
令
右
の
如
き
静
態
調
査
の
結
果
が
共
聞

の
動
態
記
録
に
依
っ
て
、
完
全
に
次
の
静
能
人
口
に
一
致
し
て

移
行
せ
や
と
も
、
上
述
の
動
態
調
査
の
設
用
は
認
め
ら
る
べ
き

で
、
軍
た
る
移
住
差
額
の
み
な
ら
十
、

純
粋
た
る
移
住
現
象

(
即
ち
往
性
来
性
の
貌
に
於
て
)
が
一
不
さ
れ
、
又
之
を
時
系
列
(
年
月

日
別
)

に
於
で
知
わ
得
る
に
於
て
は
、
斯
方
法
以
外
に
は
人
口

の
移
住
性
を
計
算
し
得
る
道
は
存
し
た
い
事
と
訟
る
。

o. Buchner; Der Ein司ussder Wirtschaftskrise auf die Wanoenm胃sbewegung
in den Deutschen S凶rlten. Revue de L'institat internationaI dc Statistiquc 4 
Annee. Livraison 1. 1936. 
F. Meycr， a. a目 O.S. 43・
R. Heberle， Die Unter:、uchungder BinnenwandeT'Lln!:~~m in Schweden und die 
kunftige Wanderungsstatistik. AIIg. St. Archiv. Ba:nd ;26. Hefl IlI. S・339・
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最
後
に
移
住
統
計
方
法
と
し
て
届
出
制
度
の
完
全
性
を
疑
へ

る
ミ
ユ

1
-
7
1
の
所
誌
を
一
顧
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
〈
「
若

し
警
察
局
出
記
録
に
全
で
の
滞
在
場
所
の
礎
更
を
含
む
と
す
れ

ば
、
移
住
棉
教
か
ら
一
時
的
滞
在
を
永
織
的
滞
在
と
国
別
出
来

-
な
い
。
従
っ
て
滞
在
場
所
の
永
久
的
に
移
さ
れ
る
事
を
以
て
移

住
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
に
排
別
出
来
な
い
〕
と
。
斯
る
批
難
は

一
時
的
滞
在
を
全
て
移
住
で
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
自
明
の
如

く
、
時
に
斯
方
法
に
隈
ら
や
出
生
地
調
交
の
現
在
人
口
に
就
で

志
向
凶
怖
に
袋
首
す
る
事
明
で
あ
る
。
然
ら
ば
常
住
人
口
に
隈
つ

て
出
生
地
或
は
移
住
を
問
題
に
す
れ
ば
、

と
の
快
黙
を
避
け
得

る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
共
は
云
は
ピ
角
を
矯
め
て
牛
を
殺
す

の
類
で
る
る
。
換
言
す
れ
ば
住
居
の
移
帥
時
計
永
描
倒
的
で
あ
る
か

否
か
は
一
定
時
結
か
ら
は
決
め
得
な
い
事
で
、
唯
、
時
の
経
過

に
依
て
初
め
て
明
瞭
に
さ
れ
得
る
も
の
だ
か
ら
、
掛
町
啓
調
査
で

も
動
態
観
察
に
於
て
も
、
事
貝
際
の
滞
在
期
間
は
考
慮
さ
れ
な
い

で
、
居
住
移
輔
の
意
闘
の
有
無
が
推
定
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ

る
。
南
方
共
陀
場
川
的
移
動
を
移
住
だ
と
解
す
る
限
り
、
そ
の

中
に
は
一
時
的
な
る
滞
在
を
含
ん
で
ゐ
る
。
即
ち
移
住
に
強
度

移

住

統

計

法

の
影
響
を
受
け
る
一
時
的
滞
在
人
口
を
除
〈
潟
の
滞
在
期
間
の

設
定
は
不
可
で
あ
る
。
従
っ
て
版
行
及
び
放
浪
を
除
け
る
み
一
て

の
移
住
現
象
の
線
情
的
な
る
姿
を
把
握
す
る
錦
に
は
、

時
自ヲ

滞
十
化
者
を
移
住
者
一
般
か
ら
除
外
す
る
の
危
険
は
避
け
ね
ば
な

ら
む
し
、
移
住
統
計
に
於
け
る
「
一
時
的
」
な
る
用
語
は
現
在

人
口
に
於
け
る
共
と
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
弘
。
故
に
現
在
人
口

を
基
準
に
卒
常
居
住
せ
る
者
を
調
査
せ
る
常
住
人
口
品
、

行
政
臣
劃
内
の
放
没
者
を
合
む
も
、

一
時
的
現
在
符
中
の
季
節

的
芯
お
出
稼
双
ぴ
行
摘
を
合
ま
ざ
る
拍
引
円
で
あ
る
。

斯
る
季
節
的
移
住
の
如
き
は
益
々
移
住
府
出
制
皮
を
必
要
と

ず
る
所
以
で
あ
る
。
但
し
一
日
を
週
期
と
す
る
書
-
悶
移
動
の
如

き
は
住
居
地
と
従
業
地
と
を
完
全
に
結
ぶ
限
り
に
於
て
、
動
態

現
象
の
静
態
的
把
握
が
可
能
た
る
一
例
で
は
あ
る
が
、
之
も
厳

密
怠
る
時
間
別
移
動
を
探
索
す
る
交
通
統
計
と
は
匡
別
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

五

結

E吾

以
上
述
べ
来
れ
る
如
く
、

一
方
的
に
出
生
地
調
査
を
批
判
し

第
四
十
五
巻

五
l¥. 

第
四
競

四

~ ;E 
R. Ileber1e; Uber die Mobilitat rler F.:ev日lkerungin den Vereinigten Staaten. 
'929. S. 38. 9) F. Meyer， a. a.. O. S. 43・
Statistische Monatsberichte der Stadt lIa.lle. Apri1. Juni 1933. l'亡依れば Juni
'925以来八ヶ年間に七千人の届洩れあり、同市白人口は約二十一高人なり。
J. Muller， Grunrlriss der Deutscn.en S1:.. ，nI Teil. Deutsche Bevolkerllngssta-
tbtik. Jena. 1926， S. 2:55・
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移

住

統

計

法

て
、
共
よ
り
移
住
を
推
測
す
る
に
際
し
で
の
歓
黙
を
皐
げ
、
移

住
の
時
期
、
出
生
地
別
死
亡
統
計
及
び
経
由
地
目
的
地
別
移
住

等
の
調
査
項
目
の
附
加
修
正
に
依
つ
で
も
、
猶
出
生
地
調
交
に

依
る
移
住
の
動
態
統
計
的
把
握
の
困
難
在
る
所
以
を
詑
き
、
持

じ
て
現
代
の
移
住
問
題
に
必
要
と
さ
れ
る
移
住
府
出
制
度
の
採

問
主
主
張
し
た
の
マ
あ
る
が
、
寅
は
乙
の
山
内
生
地
調
交
も
務
住

問
問
記
鍬
の
方
法
も
移
住
研
究
の
筑
に
は
何
等
獄
〈
げ
す
る
闘
係

で
は
た
く
て
、
相
楠
ふ
事
に
依
り
次
第
に
共
の
完
成
化
が
遂
げ

ら
る
べ
き
で
あ
る
。
唯
五
口
人
が
新
ら
し
い
移
住
統
計
を
専
ら
人

口
静
態
の
礎
化
hz
問
祭
せ
ん
と
す
る
見
地
か
ら
一
方
的
友
る
立

論
を
試
み
た
に
過
ぎ
友
い
同
此
立
揚
か
ら
は
現
代
の
我
図
は
営

に
移
住
統
計
の
献
除
せ
る
時
期
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ね
。
既
住
の

移
住
研
究
並
び
に
統
計
は
絵
り
に
移
住
の
結
呆
或
は
静
態
概
察

に
貫
鼎
を
置
き
過
ぎ
て
ゐ
た
。
斯
る
反
省
は
鵜
て
統
一
的
危
る

移
住
統
計
建
設
へ
の
地
盤
と
去
る
で
る
ら
う
し
、
叉
蛍
闘
の
我

固
に
於
け
る
改
善
施
設
と
し
て
は
今
迄
の
戸
籍
制
度
を
見
直
し

て
寄
留
手
績
の
簡
単
化
と
共
の
集
計
結
果
の
所
用
と
を
計
担
、

警
察
現
住
人
口
材
刺
の
再
検
討
を
試
み
る
必
要
が
あ
ら
う
。

第
四
十
五
容

五
八

第
四
競

四

斯
く
て
新
し
き
移
住
人
口
動
態
材
料
の
整
備
hf-
倹
て
一
初
め
て

て
、
人
口
の
都
市
集
中
過
程
も
閃
果
の
閥
係
に
於
て
問
題
と
友

り
、
都
郡
及
び
本
閥
槌
民
地
聞
の
移
住
判
策
(
制
限
と
朝
、
岡
)
も

樹
立
し
得
る
詩
で
あ
り
、
惹
い
て
は
移
住
統
討
を
粧
品
川
統
計
論

の
中
に
汲
み
入
れ
て
論
や
る
積
り
で
あ
っ
た
所
の
G.v.
マ
イ
ヤ

ー
の
桁
志
の
一
端
を
仲
ぺ
る
事

t
も
た
り
、
殺
が
て
人
口
論
hz-

人 I在
日若接
影t しに
計者:粧
へ布 71ヰ
(1) 町f 寄与
闘村上
心及の
古Z て):' rill 
一地~!tJ
定方(~:
IF.'j oi子寸
劇政る
の蛍
現昂校
在者搬
入立立を
口て;: 1:)W). 
ゃに~~~
毎ーで
年自立証う
の岡ら
憶民う
iJlUの。

に
放
任
さ
れ
た
る
推
計
人
口
に
満
足
せ
や
、
住
居
人
口
の
椴
移

を
見
透
す
と
い
ふ
方
向
に
斡
じ
た
友
ら
は
、
移
住
動
態
材
料
の

整
備
は
間
半
に
曲
学
問
上
の
目
的
か
ら
有
同
左
ば
か
り
で
た
く
、
寧

ろ
賓
務
に
役
立
つ
資
料
を
提
供
し
、
鮮
側
市
揚
針
策
蛇
ぴ
に
住

宅
政
策
樹
立
に
際
し
て
必
須
飲
〈
べ
か
ら
ざ
る
移
住
現
象
へ
の

認
識
を
授
け
る
に
至
る
で
る
ら
う
c

(

一
九
三
七
年
七
月
稿
)
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